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１ 目的（主旨） 

  救急業務とは消防法第２条９項で、災害や事故、生命の危険や著しく悪

化する恐れのある症状を示す傷病者を、迅速に搬送する適当な手段がない

場合に救急隊により医療機関へ搬送することとしています。  

  救急出動件数が増加の一途をたどっている中で、救急車が多数同時に出

動し、管轄地域に救急車がいない時間帯が現実に発生しており、救急出動

に対する対応が必要となってきています。平成２８年 3 月には、「転院搬

送における救急車の適正利用の推進について」が消防庁次長及び厚生労働

省医政局長の連名で発出（平成２８年３月３１日付け消防救第３４号、医

政発０３３１第４８号）され、全国的に改善を求められるようになりまし

た。 

  下関市においては、救急医療の適正利用について市民へのご協力をお願

いしているところです。一定の救急車の利用が見込まれる、医療機関から

の搬送（転院搬送）においても救急車の適正利用及び救急出動の円滑化に

ついてご理解とご協力をお願いすべく、調査研究を実施し、対応策として

「転院搬送における救急要請について」を作成しました。 

２ 下関市の現状 

全国的に増加している救急出動については下関市も例外ではなく、平成

元年に 7,500 件であった救急出動件数は、平成 28 年には過去最高となり、

15，348 件となっています。その内、転院搬送は 14.8％を占めており、

全国平均の 8.3％（平成 27 年消防庁公表）を大幅に上回っています。 

このような状況の中、下関市は関係機関協力のもと様々な対策（※１）

に取り組んできました。 

３ 救急出動の調査研究について 

転院搬送について、課題抽出として平成 28 年 10 月から 12 月に要請元

医療機関と受入医療機関（輪番病院）へのアンケート調査を実施しまし

た。その結果は下記の通りです。 

（１）要請元医療機関へのアンケート調査結果  

 ・医療機関の間で情報共有が出来ていない。 

 ・救急隊が情報収集に時間がかかり、早く出発しない。 

 ・医師または看護師の同乗を求められ困っている。 

 ・各関係機関が、情報を共有するシートを作成する必要がある。 

  等があげられました。 



（２）受入医療機関へのアンケート調査結果 

  ・患者情報を分りやすく記載したフォーマットは必要。  

４ 転院搬送引継書の運用について 

救急車の適正利用の取り組みの手始めとして、転院搬送引継書の運用を

開始いたします。 

現在の転院搬送は、救急隊が要請元医療機関に到着後、患者情報を聞き

とり記録します。それを元に受入医療機関へ受入準備の確認を実施した

後に、搬送を開始することとしています。 

要請元医療機関へ到着するまでに転院搬送引継書を作成していただけ

れば、救急隊が聞き取りを行う時間が短縮され、今まで以上に早く搬送

を開始することができます。救急隊が受入の確認をする際、受け入れた

医師の名前を伝えるために、転院搬送引継書には受入医師等も記入する

こととしてあります。 

 ５ この「転院搬送における救急要請について」及び転院搬送引継書は、

運用開始した後、関係機関の意見等を聞き、適宜検討し改訂する予定と

しております。（※２） 

 

※ 紹介先医療機関向けの情報提供書（紹介状）は、今までどおり準備して  

ください。 

 

※ CPA 等、応急処置を実施中は転院搬送引継書については不要とします。 

 

※ 高齢化に伴い救急搬送件数が増加の一途をたどる中、ご理解とご協力を

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（※１）「救急搬送における転院搬送等検討」の経緯 

年月日 会議名（検討内容等） 

平成 27 年 

12 月 17 日 

平成 27 年度病院群輪番制事務連絡会議兼第 3 回救急医療担当者会議 

・転院搬送の下りについて考察。 

平成 28 年 

3 月 31 日 

転院搬送における救急車の適正利用の推進について 

・総務省消防庁・厚生労働省医政局 通知発出。 

平成 28 年 

5 月 1 日 

救急医療適正リーフレット作成（市民向け救急医療適正利用普及） 

・下関市内全戸配布． （下関市保健部） 

平成 28 年 

5 月 31 日 

平成 28 年第 1 回救急医療担当者会議 

・救急医療の適正利用の中で転院搬送についても同様の検討が必要。 

・市内 6 病院救急医療担当者及び医師会担当理事出席。 

平成 28 年 

6月～12月 

転院搬送等について全国及び下関市内医療機関アンケートを実施 

・共通のフォーマット必要との意見多数あり。 

平成 28 年 

6 月 13 日 

転院搬送事務担当者会議 

・救急車の適正利用について自主的な取り組みについて協力要請 

・市内 27 病院転院搬送事務担当者及び下関市医師会担当者出席 

平成 28 年 

11 月 28 日 

下関医療圏救急医療対策協議会 

・アンケート結果等説明し転院搬送ガイドラインの必要性共有 

平成 28 年

12 月 

転院搬送におけるフォーマットのアンケート（受入医療機関） 

・転院搬送引継書の項目について意見聴取 

平成 28 年

12 月 3 日 

「地域医療構想推進」シンポジウム 

タイトル「知って考える下関の救急と救急医療適正化」 

平成 29 年

2 月号 

市報しものせき 「その救急車必要ですか」 掲載 

・市民に対して救急車の適正利用についての広報実施。 

※下関・長門地域 MC 協議会、下関市医師会、下関市保健部、他関係団体と

は別に協議等を重ねた。 

 

 

 

 

 

 



（※２）「転院搬送における救急要請について」の検討及び検証経過  

年月日 会議名（検討内容等） 

平成 29 年 

4 月 16 日 

転院搬送事務担当者会議 

・転院搬送ガイドラインの運用開始について説明 

平成 29 年 

6 月 1 日 

転院搬送ガイドライン運用開始 

病院（医療法に基づく）のみを対象。診療所は対象外。 

平成 29 年 

8 月 1 日 

下関医療圏救急医療対策協議会 

・転院搬送ガイドラインの運用状況、今後の調査について情報共有。 

平成 30 年 

7 月 10 日 

転院搬送時事務担当者会議 

・転院搬送ガイドライン運用状況（1 年間）説明。さらなる協力要請。 

平成 30 年

8 月 27 日 

下関医療圏救急医療対策協議会 

・転院搬送ガイドライン（転院搬送引継書）の見直しについて意見あり。 

平成 30 年 

12 月 3 日 

転院搬送ガイドライン見直し WG 開催 

平成 31 年 

1 月 1 日 

【改訂】転院搬送ガイドライン運用開始 

 

平成３１年１月１日 改訂 

【主な改訂内容】 

 ・転院搬送引継書の様式変更 



転院搬送要請フローチャート 

≪転院搬送の要件≫ 

①転院搬送依頼元医療機関の医師の判断により 
②当該医療機関において治療が困難であり 
③緊急に他の専門病院等に搬送する必要があり 
④他に適当な搬送手段がない場合  （消防庁通知） 

上記の要件に全て該当しますか 

医師又は看護師が同乗しますか 

医師又は看護師が同乗した後、
転院搬送を開始します。 
（紹介状を持参してください） 

YES 

NO 

YES 

NO 

救
急
車
の
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
。 

転院搬送引継書に記載 

救急隊員に転院搬送引継書と紹介状
を手渡し、継続処置について指示願

います。 

１１９番通報と 
速やかな転院搬送を行うための準備を 

実施してください。 

救急隊への引継ぎが終了した後、転
院搬送を開始します。 

搬送中における傷病者の容態管理責任は依頼元の担当医師にあります。 



消防機関の救急車を利用した転院搬送時の注意事項 

１ 搬送先医療機関の確保 
・ 搬送先医療機関については、あらかじめ貴院で調整し、確

保してください。 

２ 搬送手段について 

・ 下記の方は、福祉タクシー・タクシー、マイカー等の利用を

お願いします。 

① 医療機関側の都合によるもの 

② 医学的な理由ではなく、家族や本人の希望によるもの 

③ 単なる回復治療・静養のためのもの 

３ 医師等の同乗について 

・ 救急隊は限られた救急処置しかできません。容態急変に

対応するためには、医師又は看護師が必ず同乗してくださ

い。 

・ 医師又は看護師が同乗できない場合は、その理由を搬送

先医療機関に伝えるとともに、患者家族にも説明しておい

てください。 

４ 転院搬送引継書の提出 
  について 

・ 医師又は看護師が同乗できない場合には必ず転院搬送

引継書を作成してください。 

・ 転院搬送引継書は、医師が直接救急隊へ手渡し、搬送中

に必要な処置などについて指示してください。  

５ その他 

・ 原則として市外への転院搬送は行いません。 

・ 傷病者の急変時には指定された搬送先医療機関以外の

医療機関へ搬送する場合があります。 

・ 転院搬送実施後に同乗された方を貴院へお送りすること

はできません。 

ＣＰＡの場合は転院搬送引継書は不要です。 



転院搬送引継書 

記載日：   年  月  日 

※該当する項目をチェックして、必要事項を記載してください。 

依  頼  元 

医 療 機 関 

医療機関名： 

依頼医師名： 

救急車による 

転院搬送の選択理由 

（複数選択可） 

□病状が重篤・不安定  □本人・家族による移送手段がない 

□福祉タクシー等が利用できない  □搬送先病院からの指示 

□その他（                                      ） 

同乗者 

（医師又は看護師が  

同乗できない理由） 

□医師 □看護師 

□家族 □その他（                ） □なし 

※ 医師又は看護師が同乗できない理由 

□病状安定かつ医師等による処置が必要ない 

□その他（                         ） 

搬送先医療機関名 

□関門医療センター  □済生会下関総合病院  

□下関市立市民病院  □下関医療センター   

□その他（                   ） 

診療科及び 

受入れ医師名 

□救急科  □その他（            科） 

□確定（          医師）   □未定 

 

傷   病   者   情   報 

フリガナ  生年月日 

□Ｍ □Ｔ    年  月  日生 

□Ｓ □Ｈ 

年齢   歳  
氏 名 

 

 

（□男 □女） 

住 所  

主病名又は 

主 症 状 

 

 

なされて 

いる 

医療処置 

□輸液（輸液ポンプ □有    台 □無）  

□酸素吸入（      ℓ/分） □気管内挿管 □気管切開 

□尿道カテーテル留置        □固定  

□その他（                   ）     □特になし 

バイタル 

サイン 

 

  時  分 

意識：JCS（            ） 体温：      ℃ 

血圧：    ／    mmHg    脈拍：      回／分   

呼吸：            回／分   SpO2：      ％     


